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3. 敷地周辺の地下水位 

柏崎刈羽原子力発電所の敷地の地形図を図 3－1に示す。敷地は，標高 70m～90m の東部から西

へ傾斜する斜面を呈し，切土，盛土が分布する。同図に示すように，大湊側敷地の標高は，原子

炉建屋等の主要施設が T.M.S.L.12.0m（12m 盤），東側に位置する大湊側高台保管場所の標高が

T.M.S.L.35.0m（35m 盤）となっている。また，荒浜側敷地の標高は，原子炉建屋等の主要施設が

T.M.S.L.5.0m（5m 盤），東側に位置する荒浜側高台保管場所の標高が T.M.S.L.37.0m（37m 盤）と

なっている。大湊側高台保管場所及び荒浜側高台保管場所の東側敷地標高は T.M.S.L.50.0m を上

回る。 

上記の地形的特徴から，大湊側高台保管場所及び荒浜側高台保管場所の地下水は，大局的に敷

地東側の丘陵地から西へ流れているものと考えられる。 

 

 

図 3－1 柏崎刈羽原子力発電所の敷地の地形図 
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4. 地下水位の上昇/変動要因 

4.1  現況の地下水位を上昇させる要因 

敷地内の地下水位観測記録に基づき地下水位を設定する前提として，現況の地下水位を上

昇させる要因の有無を検討する。現況の地下水位を上昇させる要因として，基礎が岩着して

いる施設及び基盤まで地盤改良した地盤改良体が挙げられる。これらの構築物は，山から海

への地下水の流動を妨げ，構築物の上流側の地下水位を上昇させる可能性がある。 

以下では，可搬型重大事故等対処設備の各保管場所に対して，地下水位を上昇させる要因

の有無を抽出し，これらの要因が地下水位に与える影響を検討する。 

 

(1)  5 号機東側保管場所及び 5号機東側第二保管場所 

基礎が岩着している施設及び基盤まで地盤改良した地盤改良体の概略範囲を図 4－1 に

示す。 

図 4－1より，基礎が岩着している施設としては原子炉建屋等が該当し，基盤まで地盤改

良した地盤改良体としては，6，7号機軽油タンク基礎等の地盤改良体が該当する。 

同図に示すとおり，原子炉建屋等の施設は広範囲に設置されているため，それよりも上

流側の地下水位を上昇させる可能性が考えられる。そのため，原子炉建屋周辺で上流側に

配置している 5号機東側保管場所及び 5号機東側第二保管場所については，入力地震動の

算定における地下水位を地表面に設定する方針とする。 

 

(2)  荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管場所 

荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管場所周辺には，基礎が岩着している施設及び基

盤まで地盤改良した地盤改良体は配置されておらず，地下水位を上昇させる要因はない。 
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図 4－1 基礎が岩着している施設及び基盤まで地盤改良した地盤改良体の概略範囲（建屋周辺） 

 

 

 

 

5 号機東側第二保管場所

5号機東側保管場所



 

 （参考）4－12 

4.2  地下水位観測記録における変動要因 

5 号機東側保管場所及び 5 号機東側第二保管場所については，入力地震動の算定における

地下水位を地表面に設定する方針とするため，変動要因検討の必要がないと考える。荒浜側

高台保管場所及び大湊側高台保管場所ついては，地下水位観測記録に基づき地表面より下に

地下水位を設定することから，観測記録の変動要因（人為的要因・自然要因）を考慮し，適

切に設定する必要がある。 

以下では，地下水位観測記録に対する変動要因（人為的要因・自然要因）の影響を踏まえ，

荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管場所における地下水位の妥当性を確認する。 

 

(1)  人為的要因（地下水排水設備の影響）の考慮 

荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管場所周辺には地下水排水設備が設置されていな

い。 

 

(2)  自然要因の考慮 

荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管場所の地下水位に対する降雨の影響はあまり

見られず，12〜3月に微増する季節変動傾向を示すものの，年間を通して概ね一定である。 

気象庁アメダスの観測記録に基づき，柏崎地点における平年値（1981 年～2010 年の 30

年間の平均値）と高台保管場所の地下水位の観測期間との降雨量を比較した。柏崎地点に

おける平年値と降水量の比較結果を図 4－2に示す。 

グラフより，高台保管場所の地下水位観測期間は平年値と比較して，6～7 月は平年値

よりも降水量が少ない時期があるものの，敷地内の地下水位が高くなる 12 月～3 月にか

けては平年並みの降雨が降っていることがわかる。以上より，自然要因として年間の降雨

のばらつきを考慮しても，敷地内の地下水位の観測期間の降雨量は，概ね平年並みであり，

特異性はないと判断できる。 

以上のことから，長期間観測された建設時の観測記録から年単位の地下水位のばらつき

を踏まえても，耐震評価の地下水位の設定は妥当であると判断できる。 

 
注：気象庁アメダスより柏崎地点における観測記録に基づきグラフ化 

図 4－2 柏崎地点における平年値と降水量の比較結果 
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5. 地下水位の設定 

地下水位を上昇させる要因の影響，地下水位の変動要因（人為的要因・自然要因）を考慮した

上で，各保管場所における地下水位を設定する。 

 

5.1  5 号機東側保管場所及び 5号機東側第二保管場所 

近傍の地下水位観測記録では，5GW-1 で最大 T.M.S.L.8.50m の地下水位を記録している。 

地下水排水設備の外側に配置され，原子炉建屋周辺で山側に配置している 5号機東側保管

場所及び 5号機東側第二保管場所については，地下水位を上昇させる要因としての地盤改良

体の範囲を考慮して，地表面標高（T.M.S.L.12.0m）に地下水位を設定する。 

 

5.2  荒浜側高台保管場所 

荒浜側高台保管場所には，地下水位を上昇させる要因，変動させる要因（人為的要因・自  

然要因）が存在しない。 

荒浜側高台保管場所におけるボーリング柱状図，PS 検層データ，地下水位観測記録から，

当該箇所の地下水は，細粒分が少なく透水性の高い砂層下端を流れ，それ以深の地盤は地下

水で飽和していると考られる。そのため，地質区分を考慮して，HA-P1，HA-P2，HA-P3，HA-

P4 の地下水位を新期砂層下端，新期砂層が存在しない HA-P5 については埋戻土下端に地下

水位を設定する。表 5－1に入力地震動算定における地下水位の設定一覧を，図 5－1に地下

水位の設定を示す。 

 

5.3  大湊側高台保管場所 

大湊側高台保管場所には，地下水位を上昇させる要因，変動させる要因（人為的要因・自  

然要因）が存在しない。 

大湊側高台保管場所におけるボーリング柱状図，PS 検層データ，地下水位観測記録から，

当該箇所の地下水は，細粒分が少なく透水性の高い砂層部を流れると推定できる。埋戻土の

層厚が大きい観測孔（HO-P1，HO-P2）では埋戻土の下端，埋戻土の層厚が小さい観測孔（HO-

P3，HO-P4，HO-P5）では直下の新期砂層下端に Vp 速度変化の境界が認められており，地下

水位が存在すると考えられる。そのため，当該箇所の地質区分から判断して，HO-P1，HO-P2

の地下水位を埋戻土下端，HO-P3，HO-P4，HO-P5 の地下水位を新期砂層下端に設定する。大

湊側高台保管場所の地下水位を表 5－2 に入力地震動算定における地下水位の設定一覧を，

図 5－2に地下水位の設定を示す。 
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表 5－1 入力地震動算定における地下水位の設定一覧（荒浜側高台保管場所） 

孔名 
観測平均地下水位 

（近傍観測孔） 

PS 検層＊で推定される 

地下水位 

入力地震動算定における 

地下水位 

HA-P1 － － 
新期砂層下端 

（T.M.S.L. 12.80m） 

HA-P2 T.M.S.L. 8.82m T.M.S.L. 8.89m 
新期砂層下端 

（T.M.S.L. 8.89m） 

HA-P3 T.M.S.L. 7.83m T.M.S.L. 5.35m 
新期砂層下端 

（T.M.S.L. 4.82m） 

HA-P4 T.M.S.L. 11.00m T.M.S.L. 15.97m 
新期砂層下端 

（T.M.S.L. 15.52m） 

HA-P5 － T.M.S.L. 17.43m 
埋戻土下端 

（T.M.S.L. 16.98m） 

注記＊ ：水の弾性波速度（Vp 約 1500m/s）を参考とし，速度が急変する位置を推定した。 

 

 

注 1： 平均水位は，2018 年 10 月から 2019 年 9 月までの年間平均水位を示す。 

注 2： HA-P1 は地表路盤（1m 程度の鉄筋コンクリート）の影響で PS 検層未実施。 

 

図 5－1 地下水位の設定（荒浜側高台保管場所） 
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表 5－2 入力地震動算定における地下水位の設定一覧（大湊側高台保管場所） 

孔名 
観測平均地下水位 

（近傍観測孔） 

PS 検層＊で推定される 

地下水位 

入力地震動算定における 

地下水位 

HO-P1 － T.M.S.L. 18.21m 
埋戻土下端 

（T.M.S.L. 18.51m） 

HO-P2 T.M.S.L. 12.39m T.M.S.L. 12.72m 
埋戻土下端 

（T.M.S.L. 13.04m） 

HO-P3 － T.M.S.L. 18.21m 
新期砂層下端 

（T.M.S.L. 17.96m） 

HO-P4 T.M.S.L. 20.45m T.M.S.L. 19.03m 
新期砂層下端 

（T.M.S.L. 19.17m） 

HO-P5 － T.M.S.L. 17.63m 
新期砂層下端 

（T.M.S.L. 17.63m） 

注記＊ ：水の弾性波速度（Vp 約 1500m/s）を参考とし，速度が急変する位置を推定した。 

 

 

注 1： 平均水位は，2018 年の年間平均水位を示す。 

 

図 5－2 地下水位の設定（大湊側高台保管場所） 
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6. 高台保管場所における地下水位設定に関する影響検討 

 

6.1  概要 

荒浜側高台保管場所については，ボーリング柱状図，PS 検層データ，地下水位観測記録か

ら，地下水は，細粒分が少なく透水性の高い砂層下端を流れ，それ以深の地盤は地下水で飽

和していると考られることから，地質区分を考慮して，HA-P1，HA-P2，HA-P3，HA-P4 のそ

れぞれの観測孔については地下水位を新期砂層下端，新期砂層が存在しない HA-P5 観測孔

については埋戻土下端に地下水位を設定することとしている。 

また，大湊側高台保管場所については，ボーリング柱状図，PS 検層データ，地下水位観

測記録から，地下水は細粒分が少なく透水性の高い砂層部を流れると推定できるため，埋戻

土の層厚が大きい観測孔（HO-P1，HO-P2）では埋戻土の下端，埋戻土の層厚が小さい観測孔

（HO-P3，HO-P4，HO-P5）では直下の新期砂層下端に Vp 速度変化の境界が認められており，

地下水位が存在すると考えられることから，当該箇所の地質区分から判断して，HO-P1，HO-

P2 の観測孔の地下水位を埋戻土下端，HO-P3，HO-P4，HO-P5 の観測孔の地下水位を新期砂

層下端に設定することとしている。 

このように荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管場所の地下水位については，ボーリン

グ柱状図，PS検層データ，地下水位観測記録に基づいて，それぞれの観測孔毎に，新期砂層

下端あるいは埋戻土下端に設定している。 

そこで，地下水位の不確実さ等を勘案して，地下水位をすべて埋戻土下端まで引き上げて

設定した場合の高台保管場所の入力地震動への影響について検討することとする。 

 

6.2  検討方法 

    荒浜側高台保管場所の観測孔のうち，新期砂層下端に地下水位を設定している HA-P1，HA-

P2，HA-P3，HA-P4 の 4 観測孔と，大湊側高台保管場所の観測孔のうち，新期砂層下端に地

下水位を設定している HO-P3，HO-P4，HO-P5 の 3 観測孔について，地下水位をすべて埋戻

土下端に設定して地震応答解析結果（以下，影響検討ケースという）を実施し，ボーリング

柱状図，PS 検層データ，地下水位観測記録に基づいて地下水位を設定した地震応答解析結果

（以下，基本ケースという）と比較することにより，高台保管場所の入力地震動への影響を

検討する。 

    荒浜側高台保管場所における影響検討ケースの地下水位の設定一覧及び地下水位の設定を

表 6－1及び図 6－1に，大湊側高台保管場所における影響検討ケースの地下水位の設定一覧

及び地下水位の設定を表 6－2及び図 6－2にそれぞれ示す。 

     地震応答解析（解析コード「ＦＬＩＰ」）は，保管場所における入力地震動の策定と同様

に，荒浜側の基準地震動 Ss1～7を用いた１次元地震応答解析モデルにより行うものとする。

なお，地震応答解析の解析ケースについても，表 6－3に示すとおり，保管場所における入力

地震動の策定と同様とする。 
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表 6－1 荒浜側高台保管場所における影響検討ケースの地下水位の設定一覧 

孔名 
基本ケース 

（現状の地下水位設定） 

影響検討ケース 

（地下水位を埋戻土下端に設定） 

HA-P1 
新期砂層下端 

（T.M.S.L. 12.80m） 

埋戻土下端 

（T.M.S.L. 18.32m） 

HA-P2 
新期砂層下端 

（T.M.S.L. 8.89m） 

埋戻土下端 

（T.M.S.L. 17.32m） 

HA-P3 
新期砂層下端 

（T.M.S.L. 4.82m） 

埋戻土下端 

（T.M.S.L. 19.83m） 

HA-P4 
新期砂層下端 

（T.M.S.L. 15.52m） 

埋戻土下端 

（T.M.S.L. 30.97m） 

HA-P5 
埋戻土下端 

（T.M.S.L. 16.98m） 
－ 

 

 

 

 

 

図 6－1 荒浜側高台保管場所における影響検討ケースの地下水位の設定 

 

  

▼ 
▼ ▼ 

▼ 

▼ ：影響検討用の地下水位 
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表 6－2 大湊側高台保管場所における影響検討ケースの地下水位の設定一覧 

孔名 
基本ケース 

（現状の地下水位設定） 

影響検討ケース 

（地下水位を埋戻土下端に設定） 

HO-P1 
埋戻土下端 

（T.M.S.L. 18.51m） 
－ 

HO-P2 
埋戻土下端 

（T.M.S.L. 13.04m） 
－ 

HO-P3 
新期砂層下端 

（T.M.S.L. 17.96m） 

埋戻土下端 

（T.M.S.L. 21.96m） 

HO-P4 
新期砂層下端 

（T.M.S.L. 19.17m） 

埋戻土下端 

（T.M.S.L. 28.27m） 

HO-P5 
新期砂層下端 

（T.M.S.L. 17.63m） 

埋戻土下端 

（T.M.S.L. 27.86m） 

 

 

 

 

 

図 6－2 大湊側高台保管場所における影響検討ケースの地下水位の設定 

  

▼ 

▼ ▼ 

▼ ：影響検討用の地下水位 
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表 6－3 解析ケース 

解析ケース 

③ ④ ⑤ 

地盤物性のばらつき
（－1σ）を考慮した解
析ケース 

非液状化の条件を仮定
した解析ケース 

地盤物性のばらつき
（＋1σ）を考慮して非
液状化の条件を仮定し
た解析ケース 

地盤剛性の 

設定 

地盤剛性 
（－1σ） 

地盤剛性 
（平均値） 

地盤剛性 
（＋1σ） 

液状化強度 

特性の設定 

液状化強度 
特性（－1σ） 

液状化パラメータを非
適用 

液状化パラメータを非
適用 
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6.3  検討結果 

荒浜側高台保管場所の入力地震動の比較結果を図 6－3に，大湊側高台保管場所の入力地 

震動の比較結果を図 6－4に示す。 

高台保管場所の地下水位をすべて埋戻土下端に設定した場合，荒浜側及び大湊側ともに，

基本ケースの入力地震動と比べて小さく，基本ケースのばらつきに包含されていることか

ら，高台保管場所の地下水位の設定による影響は軽微である。設計用ＦＲＳと比較しても，

保守的な結果となっていることが確認できた。 

以上より，荒浜側及び大湊側高台保管場所において設定した設計用地下水位は妥当なも

のと判断する。 

 

  



 

 （参考）4－21 

 

  

a) 水平方向 

 

  

b) 鉛直方向 

注記＊ ：補足「9. 設計用 FRS に対する車両型設備の加振試験における加振波 FRS の裕度について」 

より，車両型設備の主要な固有周期帯を示している。 

 

図 6－3 荒浜側高台保管場所の入力地震動の比較結果 

（基本ケース，影響検討ケース） 
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a) 水平方向 

 

  

b) 鉛直方向 

注記＊ ：補足「9. 設計用 FRS に対する車両型設備の加振試験における加振波 FRS の裕度について」 

より，車両型設備の主要な固有周期帯を示している。 

 

図 6－4 大湊側高台保管場所の入力地震動の比較結果 

（基本ケース，影響検討ケース） 
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（参考資料 5）高台保管場所における入力地震動について 

 

1. 概要 

本資料は，可搬型重大事故等対処設備の荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管場所（以下「高

台保管場所」という）の地震応答解析における入力地震動を設定するに当たり，設計用模擬地震

波（2E）を入力する解放基盤表面位置について，高台保管場所で実施したボーリング調査結果に

基づき設定することの妥当性を示すものである。なお，本資料では，地震応答解析モデル下端に

入力する地震動を入力地震動（2E）という。 

 

2. 基準地震動の策定における解放基盤表面の位置 

基準地震動は図 2－1 の水平アレイ地震観測記録に基づく敷地地盤の増幅特性の領域区分に示

す敷地における地震波の伝播特性を踏まえ，地震波の顕著な増幅が認められる 1 号機～4 号機を

含む領域においては，著しい増幅が認められる 1号機鉛直アレイ観測点を代表とし「荒浜側の基

準地震動Ｓｓ」として策定している（発電用原子炉設置変更許可申請（原管発官 25第 192 号）に

係る申請書（以下，「設置変更許可申請書」という。）並びに審査資料「資料 3-1 柏崎刈羽原子

力発電所 6号及び 7号炉 基準地震動の策定について」及び「資料 3-2 柏崎刈羽原子力発電所 

6 号及び 7号炉 基準地震動の策定について【補足説明資料】」（以下，「基準地震動のまとめ資

料」という。）に基づく）。 

基準地震動の策定においては，S波速度が 700m/s 以上で著しい高低差がなく広がりを持って分

布している硬質地盤に解放基盤表面を設定することとし，1号機～4号機を含む荒浜側では，表 2

－1 の基準地震動の策定における解放基盤表面の位置に示すとおり，1 号機鉛直アレイ観測点で

の T.M.S.L.－284m の位置に設定している。 

 

 

表 2－1 基準地震動の策定における解放基盤表面の位置 

（設置変更許可申請書より引用） 

位置 標高 T.M.S.L.*(m) 整地面からの深さ(m) 

1 号機 

鉛直アレイ 
-284 289 

注記*：T.M.S.L.：東京湾平均海面。Tokyo bay Mean Sea Level の略で， 

東京湾での検潮に基づき設定された陸地の高さの基準 
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図 2－1 水平アレイ地震観測記録に基づく敷地地盤の増幅特性の領域区分 

（敷地南西側から到来する地震動の増幅特性） 

（設置変更許可申請書より引用）

△：鉛直アレイ観測点 

5 号機鉛直アレイ観測点 

1 号機鉛直アレイ観測点 
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3. 入力地震動の評価における基準地震動 

高台保管場所に用いる基準地震動は，図 2－1に示す敷地地盤の増幅特性を考慮し，表 3－1に

示すとおりとする。 

荒浜側高台保管場所については，荒浜側の地震動を用いる領域に位置していることから，荒浜

側の基準地震動を用いて評価を行う。 

大湊側高台保管場所については，大湊側の地震動を用いる領域から外れ，十分なデータが得ら

れていない領域に位置していることを踏まえ，最大加速度が大きい荒浜側の基準地震動を用いて

評価を行う。 

 

表 3－1 高台保管場所に用いる基準地震動 

施設及び保管場所 基準地震動 

荒浜側高台保管場所 荒浜側の基準地震動 

大湊側高台保管場所 荒浜側の基準地震動 

 

4. 入力地震動の評価における解放基盤表面 

4.1  設定方針 

当工事計画書において，地震応答解析を実施する施設及び保管場所の配置図を図 4－1に，高

台保管場所の入力地震動の評価における解放基盤表面の位置を表 4－1に示す。 

高台保管場所は，各号機の原子炉建屋から離れた場所に配置することから，高台保管場所位

置で実施したボーリング調査結果に基づき，入力地震動の評価における解放基盤表面の位置を

S 波速度が 700m/s 以上となる硬質地盤の位置とする（別紙 1 図－1 から図－5 参照）。なお，

高台保管場所におけるボーリング調査結果に基づき設定した解放基盤表面は，荒浜側高台保管

場所で T.M.S.L.－280m，大湊側高台保管場所で T.M.S.L.－154m 位置であることを確認した。 

高台保管場所の入力地震動の評価に当たっては，図 2－1 に示す敷地地盤の増幅特性を踏ま

え，T.M.S.L.－284m で策定された荒浜側の基準地震動Ｓｓを用いて評価を行うため，基準地震

動の策定における解放基盤表面深度と上記の高台保管場所における解放基盤表面深度の違いに

よる影響を検討する。なお，入力地震動評価における解放基盤表面の位置の妥当性については，

3.2「解放基盤表面の深さに関する検討」にて示す。 
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（保管場所配置図） 

 

図 4－1 地震応答解析を実施する施設及び保管場所の配置図 

 

 

表 4－1 高台保管場所の入力地震動評価における解放基盤表面の位置 

施設及び保管場所 
解放基盤表面の位置 入力地震動評価における解

放基盤表面位置の設定根拠 基準地震動策定 入力地震動評価 

高台 

保管場所 

荒浜側高台保管場所 
T.M.S.L. －284m 

T.M.S.L. －280m ボーリング調査結果 

大湊側高台保管場所 T.M.S.L. －154m ボーリング調査結果 
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4.2  解放基盤表面の深さに関する検討 

(1) 検討概要 

高台保管場所の入力地震動の評価に当たっては，T.M.S.L.－284m で策定された荒浜側の

基準地震動Ｓｓを用いて評価を行うため，基準地震動の策定における解放基盤表面深度と

高台保管場所における解放基盤表面深度の違いによる影響について検討する。 

荒浜側高台保管場所においては，ボーリング調査結果に基づく S 波速度が 700m/s 以上

となる深度は，T.M.S.L.－280m である。ここでは，入力地震動の評価における解放基盤表

面の位置を T.M.S.L.－280m に設定することが妥当であることを示す。 

図 4－2 の荒浜側高台保管場所における解放基盤表面の妥当性検討に示すように，基準

地震動の策定における解放基盤表面深度位置（T.M.S.L.－284m）に基準地震動Ｓｓ（以下，

「2E1」という。）を入力し，T.M.S.L.－280m までの１次元波動論による引上げ計算を行い，

T.M.S.L.－280m における露頭波（以下，「2EA」という。）を算定する。2E1と 2EAを比較し，

おおむね同等であることを確認する。 

大湊側高台保管場所においては，ボーリング調査結果に基づく S 波速度が 700m/s 以上

となる深度は，T.M.S.L.－154m である。ここでは，入力地震動の評価における解放基盤表

面の位置を T.M.S.L.－154m に設定することが妥当であることを示す。 

図 4－3 の大湊側高台保管場所における解放基盤表面の妥当性検討に示すように，基準

地震動の策定における解放基盤表面深度位置（T.M.S.L.－284m）に 2E1を入力し，T.M.S.L.

－154m までの１次元波動論による引上げ計算を行い，T.M.S.L.－154m における露頭波（以

下，「2EO」という。）を算定する。2E1と 2EOを比較し，おおむね同等であることを確認する。 

なお，１次元波動論による引上げ計算には，解析コード「ＳＬＯＫ ver.2.0」を使用す

る。 
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図 4－2 荒浜側高台保管場所における解放基盤表面の妥当性検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4－3 大湊側高台保管場所における解放基盤表面の妥当性検討 

 

  

解放基盤表面

(T.M.S.L.-280m)→ 

(荒浜側高台保管場所地盤モデル) 

2E1 

引き上げ 

2EA 

比較 

荒浜側基準地震動

(T.M.S.L.-284m)→ 

解放基盤表面

(T.M.S.L.-154m)→ 

(大湊側高台保管場所地盤モデル) 

2E1 

引き上げ 

2E5 

比較 

荒浜側基準地震動
(T.M.S.L.-284m)→ 

2EO 
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(2) 地質断面図 

     高台保管場所の平面図を図 4－4 に，各保管場所の地質断面図を図 4－5及び図 4－6 に示

す。 

 

 

図 4－4 高台保管場所の平面図 
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図 4－5 荒浜側高台保管場所の地質断面図（A－A） 

 

図 4－6 大湊側高台保管場所の地質断面図（B－B） 

 

(3) 解析用物性値 

各保管場所の地盤モデルは，設置変更許可申請書（添付書類六）に記載した解析用物性

値等を参考とし，表 4－2及び表 4－3 に示す西山層及び椎谷層の物性値を用いる。なお，

減衰定数 hは，基準地震動のまとめ資料を参考に，本検討では保守的な減衰定数として，

微小な「0.01」を一定減衰として与える。 

 

 

表 4－2 荒浜側高台保管場所地盤モデル 

標高 
T.M.S.L. 

(m) 

 
密度 

(g/cm3) 
Vs 

(m/s) 
Vp 

(m/s) 
減衰定数 

h 

-280      

-284 
西山層 1.79 732 1900 0.01 
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表 4－3 大湊側高台保管場所地盤モデル 

標高 
T.M.S.L. 

(m) 

 
密度 

(g/cm3) 
Vs 

(m/s) 
Vp 

(m/s) 
減衰定数 

h 

-154      

-284 
椎谷層 2.01 800 2070 0.01 

 

 

(4) 解析用地震動 

解析で用いる地震動は，地盤モデルに基づく 2E1に対する 2EA及び 2EOの伝達関数は一義

的に確定し，2EA及び 2EO両者の周波数特性の比率は地震動に依存しないことから，全周期

帯の応答が大きく，耐震評価への影響も大きい基準地震動 Ss-1 を代表波として影響検討

を行う。 
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(5) 検討結果 

図 4－7 のに１次元波動論による引上げ計算に基づく，荒浜側高台保管場所位置での地

震動の加速度応答スペクトルの比較結果を示す。 

図 4－7 に示すとおり，１次元波動論による引上げ計算に基づく加速度応答スペクトル

を比較すると，特定の周期で著しく増幅又は減衰する等の特異な応答は認められず，水平

方向と鉛直方向の全周期においておおむね同等であることを確認した。すなわち，T.M.S.L.

－280m の位置に，荒浜側の基準地震動を入力することは，妥当である。なお，短周期領域

の一部で，2E1と 2EAに差異が認められるものの，加振試験により計測された車両型設備の

主要な固有周期は約 0.7s 前後であり，その固有周期帯における 2E1と 2EAの加速度応答ス

ペクトルはおおむね同等であることから，影響は軽微であると考えられる。 

図 4－8 に 1 次元波動論による引上げ計算に基づく，大湊側高台保管場所位置での地震

動の加速度応答の比較結果を示す。 

図 4－8に示すとおり，1次元波動論による引上げ計算に基づく加速度応答スペクトルを

比較すると，特定の周期で著しく増幅又は減衰する等の特異な応答は認められず，水平方

向と鉛直方向の周期 0.3s 以上の周期においておおむね同等であり，水平方向と鉛直方向

の周期 0.3s 以下においてはおおむね 2EO は 2E1 より小さいことを確認した。すなわち，

T.M.S.L.－154m の位置に，荒浜側の基準地震動を入力することは，妥当である。 

以上のことから，高台保管場所の入力地震動設定において，高台保管場所の地盤調査結

果にて確認された解放基盤表面を，荒浜側高台保管場所は T.M.S.L.－280m とし，大湊側高

台保管場所は T.M.S.L.－154m とし，荒浜側の基準地震動を入力することは，妥当である。 
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（水平） 

 

 

（鉛直） 

 

図 4－7 加速度応答スペクトルの比較結果（荒浜側高台保管場所，Ss-1） 
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（鉛直） 

 

図 4－8 加速度応答スペクトルの比較結果（大湊側高台保管場所，Ss-1） 
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図－1 高台保管場所におけるボーリング孔位置図
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図－2(1) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P3’ 1/12） 

 

  

HA-P3’孔（1/12） 
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図－2(2) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P3’ 2/12） 

 

  

HA-P3’孔（2/12） 



 

（参考 5-別紙）1－4 

 

 
図－2(3) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P3’ 3/12） 

 

  

HA-P3’孔（3/12） 



 

（参考 5-別紙）1－5 

 

 

図－2(4) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P3’ 4/12） 

 

  

HA-P3’孔（4/12） 



 

（参考 5-別紙）1－6 

 

 

図－2(5) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P3’ 5/12） 

 

  

HA-P3’孔（5/12） 



 

（参考 5-別紙）1－7 

 

 

図－2(6) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P3’ 6/12） 

 

  

HA-P3’孔（6/12） 



 

（参考 5-別紙）1－8 

 

 

図－2(7) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P3’7/12） 

 

  

HA-P3’孔（7/12） 



 

（参考 5-別紙）1－9 

 

 
図－2(8) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P3’8/12） 

 

  

HA-P3’孔（8/12） 



 

（参考 5-別紙）1－10 

 

 

図－2(9) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P3’9/12） 

 

  

HA-P3’孔（9/12） 



 

（参考 5-別紙）1－11 

 

 

図－2(10) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P3’10/12） 

 

  

HA-P3’孔（10/12） 
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※図中赤破線は標高-280m の位置を示す。 

図－2(11) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P3’11/12） 

 

  

HA-P3’孔（11/12） 
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図－2(12) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P3’12/12） 

 

HA-P3’孔（12/12） 
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図－3(1) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P5’1/12） 

 

  

HA-P5’孔（1/12） 



 

（参考 5-別紙）1－15 

 

 

図－3(2) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P5’2/12） 

 

  

HA-P5’孔（2/12） 



 

（参考 5-別紙）1－16 

 

 
図－3(3) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P5’3/12） 

 

  

HA-P5’孔（3/12） 



 

（参考 5-別紙）1－17 

 

 

図－3(4) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P5’4/12） 

 

  

HA-P5’孔（4/12） 



 

（参考 5-別紙）1－18 

 

 

図－3(5) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P5’5/12） 

 

  

HA-P5’孔（5/12） 
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図－3(6) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P5’6/12） 

 

  

HA-P5’孔（6/12） 



 

（参考 5-別紙）1－20 

 

 

図－3(7) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P5’7/12） 

 

  

HA-P5’孔（7/12） 



 

（参考 5-別紙）1－21 

 

 

図－3(8) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P5’8/12） 

 

  

HA-P5’孔（8/12） 



 

（参考 5-別紙）1－22 

 

 

図－3(9) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P5’9/12） 

 

  

HA-P5’孔（9/12） 



 

（参考 5-別紙）1－23 

 

 

図－3(10) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P5’10/12） 

 

  

HA-P5’孔（10/12） 



 

（参考 5-別紙）1－24 

 

 

※図中赤破線は標高-280m の位置を示す。 

図－3(11) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P5’11/12） 

 

  

HA-P5’孔（11/12） 



 

（参考 5-別紙）1－25 

 

 

図－3(12) 荒浜側高台保管場所のボーリング柱状図（HA-P5’12/12） 

 

HA-P5’孔（12/12） 



 

（参考 5-別紙）1－26 

 

 

図－4(1) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（HO-P1 1/7） 

 

 

  

HO-P1 孔（1/7） 
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図－4(2) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（HO-P1 2/7） 

 

  

HO-P1 孔（2/7） 
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図－4(3) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（HO-P1 3/7） 

 

  

HO-P1 孔（3/7） 
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図－4(4) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（HO-P1 4/7） 

 

  

HO-P1 孔（4/7） 
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図－4(5) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（HO-P1 5/7） 

 

  

HO-P1 孔（5/7） 
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図－4(6) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（HO-P1 6/7） 

 

  

HO-P1 孔（6/7） 



 

（参考 5-別紙）1－32 

 

 

※図中赤破線は標高-154m の位置を示す。 

図－4(7) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（HO-P1 7/7） 

 

HO-P1 孔（7/7） 
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図－5(1) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（OB-1 1/8） 

 

 

 

 

 

OB-1 孔（1/8） 
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図－5(2) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（OB-1 2/8） 

 

  

OB-1 孔（2/8） 
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図－5(3) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（OB-1 3/8） 

 

  

OB-1 孔（3/8） 
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図－5(4) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（OB-1 4/8） 

 

  

OB-1 孔（4/8） 
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図－5(5) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（OB-1 5/8） 

 

  

OB-1 孔（5/8） 
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図－5(6) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（OB-1 6/8） 

 

  

OB-1 孔（6/8） 



 

（参考 5-別紙）1－39 

 

 

※図中赤破線は標高-154m の位置を示す。 

図－5(7) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（OB-1 7/8） 

 

  

OB-1 孔（7/8） 
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図－5(8) 大湊側高台保管場所のボーリング柱状図（OB-1 8/8） 

 

 

OB-1 孔（8/8） 


